
令和 ６年度 萩原 ぽんぽん保育園 重要事項説明書 
＜2024 年   4 月    1 日 現在 ＞ 

（１）事業者 

事 業 者 の 名 称 株式会社 Curana 

代 表 者 氏 名 代表取締役 渡邉 健 

法 人 の 所 在 地 〒422-8019 静岡県静岡市駿河区東静岡二丁目 6 番 5 号 

法 人 の 電 話 番 号 054-240-8000 

定款の目的に定めた事業 保育所及び託児所の経営 

 

（２）事業の目的 

事 業 の 目 的 児童福祉法に基づき乳幼児及び幼児の保育事業を行うこと。 

運 営 方 針 

（1）当園は、良質な水準かつ適切な内容の保育・教育の提供を行うことにより、す

べての子どもが健やかに成長するための環境が等しく確保されることを目指しま

す。（2）当園は、園児の意思および人格を尊重して、常に園児の立場に立って保

育・教育を提供するように努めます。 

（3）当園は、地域および家庭との結び付きを重視した運営を行い、都道府県・市

町村・小学校・他の特定教育保育施設等・地域の子ども子育て支援事業を行う

者・他の児童福祉施設その他の学校または保健医療サービスもしくは福祉サー

ビスを提供する者との密接な連携に努めます。 

（4）当園は、園児の人権の擁護・虐待の防止などのため責任者を設置するなど、

必要な体制の整備を行うとともに、職員に対し研修を実施するなどの措置を講ず

るよう努めます。 

（5）当園は、子ども・子育て支援法、その他の関係法令などを遵守し、保育所保

育指針に基づき、乳幼児の発達に必要な保育・教育を提供します。 

 

（３）保育所の概要 

名 称 萩原ぽんぽん保育園 

所 在 地 〒412-0042 静岡県御殿場市萩原 628-2 

認 可 又 は 認 証 年 月 日 令和 4 年 4 月 1 日 

電 話 番 号 0550-78-6371 

施 設 長 氏 名 生方 香緒里 

入 所 定 員 ( 年 齢 別 ） 19 人（0 歳児 3 名・1 歳児 8 名・2 歳児 8 名） 

職 員 数 13 名 

特 別 保 育 の 実 施 状 況 延長保育・一時保育 

職員への研修の実施状況 

保育指針の理解、事故防止、衛生管理、虐待対応等、専門性と保育従事者の人

間性の向上を図ることが出来るよう事業所独自の研修を定期的に行います。必

要に応じて外部研修にも参加をいたします。 

嘱 託 医 市内の専属小児科医院 市内の専属歯科医院 

 

（４）開所日・開所時間及び休所日 

開 所 日 月曜日～土曜日 

開 所 時 間 7：00～19：00 

う ち 延 長 保 育 時 間 18：00～19：00（土曜日は除く） 

休 所 日 日曜日・祝祭日・事業所が事前に指定する日・年末年始（12/29～1/3） 



（５）施設の概要 

敷 地 605.06 ㎡（共有部分有） 

建 物 173.28 ㎡ 

施 設 の 内 容 
乳児室・ほふく室（55.95 ㎡）保育室（20.70 ㎡）・調理室 9.93 ㎡・調乳室 2.48 ㎡・

幼児用トイレ 6.21 ㎡・事務室 11.59 ㎡ 

設 備 の 種 類 冷暖房・床暖房 

保 険 災害共済給付制度（独立行政法人 日本スポーツ振興センター） 

 

（６）職員体制 

  常勤 常勤者の資格 非常勤 非常勤者の資格 備考 

施 設 長 １人       

保 育 従 事 職 員 ６人 保育士 ６人 ２人 保育士     ２人  

保 育 補 助 者 ０人 保育士  ０人 保育士   

調 理 員 １人 調理師  ２人 調理師     １人  

事 務 員 １人   ０人    

  

（７）保護者の負担 

保 育 料 保育料は居住市町村が決定します。 

実 費 徴 収 

①入園時必要購入品 

②その他、園外保育などに係わる費用等 

③保険料（独立行政法人日本スポーツ振興センター 保護者負担額） 

 

（８）昼食等 

給 食 の 方 針 

外部委託社（タイヘイ株式会社）の栄養士が作成する献立に基づき給食を実施い

たします。専門の調理員が調理を行い、食材等の保管した日を記入させ、調理ま

での流れを明確にいたします。 

昼 食 ・ お や つ 素材の味を活かしつつ、バラエティ豊かな手作り昼食・おやつを提供いたします。 

ア レ ル ギ ー 等 へ の 対 応 

アレルギー食に関しては、入所時の面談等でしっかりとヒアリングを行います。ア

レルギー食がある場合・疑われる場合は、主治医からの診断書を保護者様から

お預かりします。また、献立を確認し個別でアレルギー食のチェックを行います。

除去が可能な物は、専門医や主治医の指導の下に除去食を、または代替食で対

応いたします。調理・配膳に関しては、一緒にするのではなく、個別で調理・配膳

を行い、また、食器の器の色を変えるなどして誤食がないようにいたします。 

乳児等でまだアレルギー食がわからない子どもには、食材一覧表を保護者様に

配布・確認していただき、家庭で食べさせて大丈夫だったものだけを事業所で提

供いたします。 

 


